
施策評価シート 分野　 ３．ひとをはぐくむ 【取りまとめ部局】 健康福祉部

【施策】 3-1 こども

【めざす姿】 こどもを安心して産み、育てることができる

■まちづくりアンケート調査結果（点） 年代別内訳(点)

指標 R7 R8 R9 R10 R7平均 20代 以下 30～40代 50～60代 70代 以上

現在の満足度 2.22 0 0 0 2.48 2.09 2.05 2.2 2.39

今後の重要度 3.6 0 0 0 3.35 3.68 3.69 3.68 3.45

■基本事業（具体的な取組）CHECK❶

基本
事業
番号

キーワード

◆令和７年度外部評価

（１）効果検証の適正性 B

（２）事務事業改善案の妥当性 B

（３）施策の進捗状況 B

② 育ち支援

安心してこどもを
産み子育てができ
るよう、切れ目の
ない支援体制を整

えます

① こどもの
権利

こどもと保護者が
ともに成長し、子育
てを通して喜びや
幸せを得られる環
境づくりを進めま

す

・こども計画に掲げる16施策について部局横断的に
取り組みます。
・こどもの権利を保障するための条例等を整備しま
す。

[効果が出ている点]
●こども計画に基づき、ライフステージに応
じた子育て支援施策に取り組めています。
●こどもの権利についての周知・啓発活動
を行うことで、こどもの権利についての理
解度が高まっています。
[新たな課題]
●こどもも大人もこどもが権利の主体であ
るという理解を進めるとともに、条例整備
と合わせた参画のためのしくみ
　づくりを整えていく必要があります。

・保護者を孤立させないよう、子育てしやすい環境づ
くりを進め、親子の交流の場を提供します。また、妊
娠期から子育て期において、支援の必要なこどもや
家庭を早期に発見・把握し、必要なサービスが適切に
提供できるよう、相談支援ダイヤルを設置するなど、
切れ目のない伴走型の相談支援を行うとともに、産
科や小児科等医療分野との連携体制を整えます。
・身近な地域において、発達障がい児等やその家庭へ
の支援が適切に行われるよう、各分野が連携し、それ
ぞれのこどもの発達特性に添った途切れのない専門
的支援を行います。
・市独自の不妊治療費助成を継続します。
・国の制度に基づく、各種手当の支給や市独自の医療
費助成を行います。
・放課後児童クラブや病児保育など、様々なニーズに
対応した居場所を確保します。

[効果が出ている点]
●母子保健・児童福祉・発達支援の各機能
を統合したこども家庭センターを設置した
ことにより、妊産婦から18歳までのこども
や子育て家庭への切れ目ない支援のための
情報共有や連携が進んでいます。
●保護者が孤立しないよう子育て中の親子
が気軽に集い、相互交流や子育ての不安や
悩みを相談でき、安心して利用してもらえ
る場を提供しています。
●放課後をはじめとしたさまざまなこども
の居場所を確保することで、働く世代への
子育て支援とともに、こどもの安心・安全の
確保や孤立の解消、自己肯定感の向上など
につながっています。
●子どもの医療費助成では、市独自で高校
生世代を対象とした助成を行い、子育て世
代の医療にかかる経済的負担の軽減をはか
りました。
［新たな課題］
●中学校卒業後のこどもや子育て家庭への
アプローチが十分でなく、高等学校との連
携体制の構築が必要です。

・出生数や地理的条件を考慮し、保育所の統合、認定
こども園化等を行い、適切な規模による幼児教育・保
育と施設更新による安心・安全な幼児教育・保育の提
供を進めていきます。
・小規模園では地域の自然環境等を活かした特色あ
る幼児教育・保育を実施し、地域と協働し活性化をめ
ざめざします。
・低年齢児の保育ニーズの増加に対応するため、幼稚
園の認定こども園化の検討、小規模保育等の地域型
保育事業の推進、誰でも通園制度の実施を進めてい
きます。
・保育計画、保育目標の実現にむけ、人権保育、インク
ルーシブ保育を推進し、CLM（チェック・リスト・イン三
重）の導入や小学校との連携により、切れ目のない発
達支援に取り組みます。
・私立保育園等に対する保育士確保、配置に対する支
援により、低年齢児の保育環境を充実することで、保
育士の定着を図り、受入れ定員の確保を進めます。
・保育士がこどもと向き合う時間を増やすため、サ
ポート職員を配置し、負担軽減を図り、自然保育など
の新たな幼児教育・保育に取り組むことができる環
境をつくります。

評価

一部見直しの必要あり

③

一部見直しの必要あり

やや良い（概ね順調）

所見

「こどもの権利」の理解促進や「自己肯定感の向上」など、効果が見えにくい取組については、実際に市
民やこどもにどのような変化があったかを意識して検証することが重要である。

基本事業「②育ち支援」に関して、成果指標の進捗度が「△あまり進まなかった」となるにもかかわら
ず、基本事業の進捗が「〇計画どおり進めている」となっており、ACTIONは「計画どおり通り進めま
す」としか記載がない。計画どおり進めることができていると分かるよう記載してほしい。

・まちづくりアンケート調査結果から「20代以下」と「３０～４０代」の子育て世代の満足度が低い結果
となっているものを市として受け止め、施策の見直し改善へとつなげてほしい。
・「計画どおり」となっているが、ニーズの変化等、新たな課題に対応する取組が必要である。

[効果が出ている点]
●誰でも通園制度の開始に向けて実施個所
や例規整備などを行い、予定通り開始しま
した。
●保育計画、保育目標の実現に向け、人権
保育、インクルーシブ保育を推進し、CLM
（チェック・リスト・イン三重）の導入や小学校
との連携により、切れ目のない発達支援に
取り組みました。
●保育士の就労助成制度により、保育士確
保が進みました。
●保育所にサポート職員を配置することに
より、保育士がこどもと向き合う時間を増
やすことができました。
●保育士の負担軽減を図れたことで、自然
保育などの新たな幼児教育・保育に取り組
むことができました。
[新たな課題]
●待機児童数は減少傾向にありますが、一
斉入所調整時や途中入所調整時に私的待
機を含めた待機児童が発生しています。

項目

幼児教
育・保育

質の高い持続可能
な幼児教育・保育
を提供し、就学前
の子育てを支援し

ます

めざす姿 具体的な取組（PLAN) 事務事業(DO) 効果検証(CHECK)
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NO. 16

■横断的な取組の進捗CHECK❷

■成果指標進展度

指標
番号

単年／
累計

現状値
2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

目標値 成果指標の進展度 所管課 基本事業の進捗

R6.12.
12

R8.3.1
3 R10

43％ 48％ 56.1
%

R6.12.
12 R8.3.3 R10

27％ 30％ 40％

R6 R7 R10

82.0
2%

95.0
1%

89.9
1%

Ⅰ

０～２歳児の保
育所（園）利用
申込数に対す
る入所（園）者
数の割合

保育士の加配
に対する支援
や、幼稚園の認
定こども園化、
保育士確保に
よる受入れ人
数の増加によ
り、０～２歳児
の利用申込に
対する入所率
の段階的な増
加を見込む。

単年

健康福
祉部
保育幼
稚園課

●市が取り組む子育て支援施策等
について、市民の方々に広く周知
するため、最新の情報に更新し、ま
た、SNS等で取組状況について周
知します。
●すべてのこどもたちが安心して
大人になる社会を作るため、こど
もが権利の主体であることについ
て、大人の理解を深めるための取
り組みを継続します。

●計画どおり進めます。

〇ある程度
進んだ

（85％以上
100％未
満）

健康福
祉部
こども
政策課

〇計画通
り進めて
いる

（85％以
上100％
未満）

Ⅰ
子育て相談窓
口の充実度

伊賀市こども
計画のアンケー
トにより、子育
てに係る相談
窓口が「充実し
ている」と思う

割合

単年

△あまり進
まなかった
（70％以上
85％未満）

健康福
祉部
こども
の育ち
支援
課、こ
ども政
策課、
子育て
支援
室、保
険年金
課

Ⅰ
こども・若者施
策に対する市
民の満足度

伊賀市こども
計画に掲げる
16の基本施策
の満足度の平

均値

単年

●地域の自然環境等を活かした特
色ある幼児教育・保育を実施し、地
域と協働し活性化を目指します。
●低年齢児の保育ニーズの増加に
対応するため、地域型保育事業を
開始します。
●誰でも通園制度の保育サービス
提供を実施します。

〇計画通
り進めて
いる

（85％以
上100％
未満）

〇計画通
り進めて
いる

（85％以
上100％
未満）

基本事業「②育ち支援」の基本事業が個別的には「こどもの育ち支援課」「こども政策課」「子育て支援室」「保険年金課」の４つの課の事業
を集めている点が現状であり、一貫した内部評価を困難にしているのではないかと思われる。この点について、計画の進捗管理の体制
や工夫について検討を求めたい。

その他の意見等

◎目標以上
に進んだ
（100％以
上）

みんなのテーマ 進捗状況

豊かなひとづくり
「こどもが育つ、大

人も育つ」
3（計画通り進めている）

事務事業
改善案（ACTION）

成果指標の説明

継承と変革
「持続可能なまちを
未来に引き継ぐ」

3（計画通り進めている）

これからの自治
「つながりを結び直

す」
3（計画通り進めている）

評価の理由

こどもの権利条例策定に向けた審議会・庁内会議等の開催に合わせて、育ち支援や幼児教育・保育等の視点にも注視した協議を進めました。また、人
権保育・インクルーシブ保育を推進し、母子保健・保育園等・小中学校の連携により、切れ目のない発達支援体制の強化を進めました。

保育現場を含めた発達支援において、三重県子ども心身発達支援センターとの連携のもとCLM手法の導入を開始しました。また、保育士の就労助成
制度による保育士の確保を進めました。

母子保健・児童福祉において、さまざまな地域資源を活用するための連携を進めました。また、地域の自然環境等を活かした特色ある幼児教育・保育を
実施し、地域との協働による活性化をめざして取り組みました。

成果指標名
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施策評価シート 分野　 ３．ひとをはぐくむ 【取りまとめ部局】 人権生活環境部

【施策】 3-2 人権・平和

【めざす姿】 あらゆる差別が解消され、お互いの人権が尊重される

■まちづくりアンケート調査結果（点） 年代別内訳(点)

指標 R7 R8 R9 R10 R7平均 20代 以下 30～40代 50～60代 70代 以上

現在の満足度 2.6 0 0 0 2.48 3 2.53 2.52 2.63

今後の重要度 3.36 0 0 0 3.35 3.43 3.26 3.42 3.35

■基本事業（具体的な取組）CHECK❶

基本
事業
番号

キーワード

◆令和７年度外部評価

（１）効果検証の適正性 B

（２）事務事業改善案の妥当性 B

（３）施策の進捗状況 B

事務事業(DO) 効果検証(CHECK)

性別に関わらず、
誰もがあらゆる場
で活躍できる社会
の実現をめざしま

す

・住民自治協議会に対して地域の取組におけ
る男女共同参画の意義を説明し、女性登用を
働きかけます。
・職場や地域、家庭等あらゆる場で、ジェン
ダー平等を進める重要性について啓発や広
報に努めます。
・女性対象及び男性対象の事業を展開すると
ともに、女性の社会進出には男性の理解が欠
かせないことから、女性対象だけでなく、男女
が共に学習できる機会も提供するなど、内容
の充実に努めます。
・女性特有の悩みを法的に解決するための支
援を継続して実施します。
・性別による役割分担意識を解消するための
啓発活動を充実します。

評価

めざす姿 具体的な取組（PLAN)

[効果が出ている点]
●男女共同参画に関する講演会
や研修会への参加率は向上して
います。
[新たな課題]
●個別指標は向上しているもの
の女性登用はあまり進んでいま
せん。
●男女双方からの意識改善が必
要であることから、個別指標を
講座の男性参加者数(割合)に修
正が必要です。

一部見直しの必要あり

③

一部見直しの必要あり

やや良い（概ね順調）

所見

人権講演会の参加者を対象としたアンケート結果による評価のみでは、現在課題となっ
ている保護者層や、これまで啓発が行き届きにくい年代層への啓発のための施策の進
捗をはかることは困難であり、別の指標が必要である。

啓発に留まらず、実態としての変化につながるような取組を進めてほしい。

・基本事業②「非核平和」の指標であるアンケート調査の実施時期については、確実な見
直しと実施を図ってほしい。
・市民の意識向上を具体的な行動や社会参加につなげるため、継続した啓発と取組の
充実が必要である。

項目

男女共
同参画

② 非核平
和

平和の尊さや戦争
の悲惨さを自分事
として感じる機会
を提供し、非核平
和に関する意識の
醸成を図ります

① 人権啓
発

市民の人権意識を
高め、お互いが尊
重される「人権文
化都市」の構築を
めざします

・参加者アンケートの意見等を基に、誰もが参
加しやすい事業の展開を図るとともに、これ
まで啓発が充分に行き届いていない年代層
にも参加してもらえるような事業を展開しま
す。
・より人権意識の高いキーマンを育成するよ
う、より高度な学習機会の提供と内容の充実
を図ります。
・人権に関する相談窓口の周知を図るととも
に、デジタル技術を活用するなど、相談しやす
い体制づくりを進めます。
・差別や人権侵害を受けた相談者の思いに寄
り添い、抱えている悩みや問題の解決のた
め、関係機関等との連携を図ります。
・何が差別に該当するのかなどについて一定
の基準等を示す「差別解消ガイドライン」の作
成に取り組みます。
・性の多様性について理解が広まるよう啓発
に努めます。
・中期的な取組として、人権相談や人権救済・
支援体制の構築を進めます。

[効果が出ている点]
●人権啓発が充分に行き届いて
いない年代層への人権教育・啓
発の手法として、動画共有サイト
を活用した人権啓発動画による
啓発を実施しました。
[新たな課題]
●令和７年度に市内で発生した
差別事象への対応によって、保
護者層の人権学習経験が不足し
ていることが明らかとなりまし
た。
●成果指標の目標数値を達成し
たため、目標値を80％に引き上
げるとともに、人権学習意欲を
高めるような実践的で効果的な
講演会等の学習機会を提供して
いきます。

・非核平和への願いを次世代につないでいく
ため、中学生の被爆地広島市への派遣事業に
取り組みます。
・派遣事業に参加した生徒が現地で学んだこ
とを学校での学習で他の生徒に広げることが
できるよう教育委員会と連携し、各学校にお
ける還元学習に取り組みます。
・戦争未経験の市民に平和の尊さを訴えかけ
る事業を展開し、平和に関する市民意識の向
上を図ります。

[効果が出ている点]
●非核平和を発信する次世代人
材の育成として、中学生の被爆
地広島への派遣をはじめ、各学
校における還流学習会の取組を
進めた結果、平和への貢献意識
が向上しています。
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NO. 17

■横断的な取組の進捗CHECK❷

■成果指標進展度

指標
番号

単年／
累計

現状値
2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

目標値 成果指標の進展度 所管課 基本事業の進捗

R6 R7 R10

62.8
%

75.8
3%

80％

R6 R7 R10

64％ 65％ 80％

R6 R7 R10

44.2
%

56.6
%

80％

評価の理由

基本的人権の尊重にむけ、さまざまな人権課題の解消に向けた啓発活動を、あらゆる主体に向けて進めており、また、人権侵害や差別被
害の救済に向けた包括的な人権相談体制の整備に向け３カ年計画で実施している中、初年度としてあらゆる被差別当事者のヒアリング
調査を実施しました。

市役所（本庁舎、支所等）と地域の自治協議会、地域の人権活動にとりくむ任意団体等との持続可能な人権教育や人権啓発の取組にあり
方について、各地域をまわって協議を進めてきました。

地域で人権活動にとりくむ任意団体等と連携し、市域全体として人権尊重の取組を進めています。

事務事業
改善案（ACTION）

成果指標の説明

継承と変革
「持続可能なまちを
未来に引き継ぐ」

3（計画通り進めている）

これからの自治
「つながりを結び直

す」
3（計画通り進めている）

成果指標名

みんなのテーマ 進捗状況

豊かなひとづくり
「こどもが育つ、大

人も育つ」
3（計画通り進めている）

参加状況や満足度といった指標に加え、市民全体への関心の広がりや、意識の定着をどのように把握するかも検討が必要である。

その他の意見等

●特に女性登用が進んでい
ない住民自治協議会向けの
講座を実施します。
●講座受講者へのアンケート
に「講座内容を家族や知人に
伝えたいか」の項目を加え
て、波及効果を測ります。
●上記の項目を測り、成果指
標の見直しを予定していま
す。（令和９年度予定）
【KPI変更予定】

〇ある程度
進んだ

（85％以上
100％未
満）

〇計画通
り進めて
いる

（85％以
上100％
未満）

Ⅰ

市内中学３年
生の平和への
貢献に関する

意欲

市内の中学３
年生全員を対
象にアンケート
を行い、平和な
世界をつくるた
めの取組意欲
について「した
い」「できれば
したい」と回答
した割合を増
やす。

単年

〇ある程度
進んだ

（85％以上
100％未
満）

人権生
活環境
部

人権政
策課

Ⅰ

講演会、研修会
等参加者の事
業に対する理

解度

人権に関する
講演会等への
参加者アンケー
トで「今後も開
催すべきか」の
設問に対し、
「積極的に行う
べき」と回答し
た人の割合を
増やす。

単年

●差別の未然防止として、保
護者層やこれまで啓発が行き
届きにくい年代層など、市民
啓発を進めるため、関係各課
と協議を進め、啓発のあり方
を検討しています。
●人権講演会や人権問題地
区別懇談会についても、各支
所や地域と連携し、地域に根
差した人権啓発事業のあり方
の検討を進めています。
●成果指標を修正します。
（目標値）75％　→　80％
【KPI上方修正】

●令和７年度は、太平洋戦争
終結後８０年の節目の年であ
り、指標は向上しやすい社会
背景であったため向上しまし
た。令和８年度も各学校にお
ける還流学習を徹底し、平和
への貢献意識の向上を図り、
平和の尊さを発信できる人
材を育成します。

◎目標以上
に進んだ
（100％以
上）

人権生
活環境
部

人権政
策課

〇計画通
り進めて
いる

（85％以
上100％
未満）

〇計画通
り進めて
いる

（85％以
上100％
未満）

Ⅰ
市民を対象に
行う事業への
参加率

男女共同参画
に関する講演
会や研修会の
募集人数に対
する参加率を
向上させる。

単年

人権生
活環境
部

人権政
策課
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施策評価シート 分野　 ３．ひとをはぐくむ 【取りまとめ部局】 人権生活環境部

【施策】 3-3 同和

【めざす姿】 一人ひとりが部落差別と向き合い、差別が解消されている

■まちづくりアンケート調査結果（点） 年代別内訳(点)

指標 R7 R8 R9 R10 R7平均 20代 以下 30～40代 50～60代 70代 以上

現在の満足度 2.65 0 0 0 2.48 3.13 2.62 2.54 2.68

今後の重要度 3.12 0 0 0 3.35 3.35 2.85 3.13 3.24

■基本事業（具体的な取組）CHECK❶

基本
事業
番号

キーワード

◆令和７年度外部評価

（１）効果検証の適正性 A

（２）事務事業改善案の妥当性 A

（３）施策の進捗状況 A

めざす姿 具体的な取組（PLAN) 事務事業(DO) 効果検証(CHECK)

項目 評価

適切である

適切である

良い（順調）

所見

① 同和

社会全体から部落
差別をなくし、隣保
館・児童館機能を
充実させます

・推進計画の基本施策である「部落差別
解消のための啓発・教育の推進」を通じ
て、市民全体に差別をなくす当事者とし
ての自覚を促す機会を提供し、市民全
員に差別解消の主体者としての意識を
持ってもらうことに努めます。
・同和問題の早期解決をめざし、部落差
別を受けている地域の実情を把握し、
施策やニーズに基づいた生活困窮者へ
の対策などを体系的に整理するため、
生活実態調査を行います。
・部落差別の解消に向け、教育集会所や
児童館を含め隣保館を人権相談の拠点
として位置づけ、差別被害者の救済と、
加害者に対する再発防止の取組を実施
するなど、周辺地域と一体となった隣
保館の活用を進めます。

[効果が出ている点]
●アウトリーチによる積極的な
相談活動を重視した結果、相談
件数が大幅に増加しています。
[新たな課題]
●昨年発生した未就学児の差別
発言から、未だに根強く被差別
部落に対する差別意識が残って
いることが明らかになっていま
す。関係部署と連携した啓発を
行うとともに、人権をはじめとし
た総合相談窓口である隣保館機
能のさらなる周知が必要です。
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NO. 18

■横断的な取組の進捗CHECK❷

■成果指標進展度

指標
番号

単年／
累計

現状値
2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

目標値 成果指標の進展度 所管課 基本事業の進捗

R6 R7 R10
3,743
件

4,510
件

4,000
件
以上

成果指標名

みんなのテーマ 進捗状況

豊かなひとづくり
「こどもが育つ、大

人も育つ」
3（計画通り進めている）

事務事業
改善案（ACTION）

成果指標の説明

継承と変革
「持続可能なまちを
未来に引き継ぐ」

3（計画通り進めている）

これからの自治
「つながりを結び直

す」
3（計画通り進めている）

評価の理由

部落差別解消推進計画の進捗管理を行い、庁内各部署への伴走支援を行いながら、部落差別をはじめとするあらゆる差別解消のための学びや啓発の
機会を、関係部署と協働で提供しています。

「きづきから学び、そして啓発へ」をコンセプトとして、差別事象が発生した際に、人権担当部局が中心となって各部署と連携し、課題発見や解決の方法
を導くための「きづき」の機会を提供することができました。

福祉施設であり同時に人権の砦である隣保館の役割を再確認し、アウトリーチを含めた積極的な相談体制の確立を進めていることで、個別のケースに
応じて臨機応変に情報共有や協働支援を実施する所属横断的な取組みが実践できています。

様々な取組を実施していることが、ヒアリングを通して理解できた。

その他の意見等

〇計画通
り進めて
いる

（85％以
上100％
未満）

Ⅰ
隣保館による
相談件数

隣保館への来
所及びアウト
リーチを含む相
談件数につい
て令和10年度
まで4,000件
以上を維持す

る

単年

●令和８年度から部落差
別を解消するための次世
代の人材育成や隣保館で
の相談事業の充実を図る
ための職員等の研修、地
域の生活実態を把握する
ための社会調査研究事業
などを実施していきま
す。
●成果指標の目標値を見
直しました。
（指標の説明）隣保館への
来所及びアウトリーチを
含む相談件数について令
和１０年度まで4,000件
以上を維持する
（目標値）R10　4,000件
以上
【KPI変更済】

◎目標以上
に進んだ
（100％以
上）

人権生
活環境
部

同和課
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施策評価シート 分野　 ３．ひとをはぐくむ 【取りまとめ部局】 教育委員会

【施策】 3-4 学校教育

【めざす姿】 こどもたちが、未来に夢や希望を持つことができる

■まちづくりアンケート調査結果（点） 年代別内訳(点)

指標 R7 R8 R9 R10 R7平均 20代 以下 30～40代 50～60代 70代 以上

現在の満足度 2.38 0 0 0 2.48 2.42 2.25 2.4 2.45

今後の重要度 3.6 0 0 0 3.35 3.79 3.65 3.68 3.46

■基本事業（具体的な取組）CHECK❶

基本
事業
番号

キーワード

◆令和７年度外部評価

（１）効果検証の適正性 B

（２）事務事業改善案の妥当性 B

（３）施策の進捗状況 B

めざす姿 具体的な取組（PLAN) 事務事業(DO) 効果検証(CHECK)

項目 評価

一部見直しの必要あり

一部見直しの必要あり

やや良い（概ね順調）

所見

めざす姿に対する行政の取組が明確になっていない。

効果検証から事務事業改善案が読み取りにくい。

・社会が大きく変化する中で、重要な取組も大きく変化するが、その対応が書かれてい
ない。
・学力向上についての成果指標のあり方について考えてほしい。

・学校みらい構想基本計画に基づき、保護者
や地域住民の方とともに、より良い教育環境
づくりを進めます。
・児童生徒の安心・安全な通学を最優先に、通
学方法、費用負担を検討します。
・計画的な端末整備・更新を行うとともに、各
計画に基づき、安定・継続したICT環境整備
に努めます。
・多くの学生に奨学金による経済的支援が行
き届く環境を整えます。
・学校施設長寿命化計画に基づき、計画的に
事業に取り組み、かつ、適宜修繕を行い施設
の機能維持を図ります。
・老朽化している機器及び設備の更新年次計
画を策定します。
・安定した給食提供のため、センター方式化を
進めると共に厨房設備等の維持更新を図りま
す。

[効果が出ている点]
●学習用端末が充実し、視覚や聴覚
に訴えるため、楽しみながら学習する
ことができています。
●学習端末内のアプリでは、教材に
ルビを振ることができるなど、自分
の学力にあわせて提供される教材で
学ぶことができることから、家庭学習
の充実につながりました。
●みらい構想基本計画に基づき、早
期に検討が必要な学校について、協
議を進めています。

[効果が出ている点]
●各学校（園）が作成したマニフェスト
に沿って、学校経営の質の向上に努
めています。
●特別な支援が必要な児童生徒や不
登校児童生徒、外国人児童生徒など、
それぞれの個性やニーズにあった支
援が進められています。
[新たな課題]
●教職員の研修等を進めています
が、依然として教職員の授業改善等
に課題があり、全国学力学習状況調
査の中学校の結果は全国平均を下
回っています。
●児童生徒にあった支援が進められ
ていますが、さらなるニーズに対応す
るため、今後もさまざまな機関と連
携していく必要があります。

② 教育環
境

個別・最適に学べ
る教育環境づくり
を進めます／学校
施設長寿命化計画
に基づき、長寿命
化の視点に立った
施設整備を計画的
に行います

① 学校教
育

確かな学力の保
障、人権・同和教育
の充実、キャリア教
育の推進を３本柱
にこどもたちの進
路保障に取り組む
とともに一人ひと
りのニーズに合っ
た支援を行います

・各学校（園）がマニフェストを作成し、公表・
評価、改善を行い、学校経営の質の向上に努
めます。
・各学校で全国学力調査の結果から学力の定
着状況を的確に把握・分析し、授業改善を行
います。
・読書活動推進のため、学校図書館司書の配
置等の環境整備に取り組みます。
・すべての学校で発達障がいの通級指導が可
能となる体制を整備します。
・通常学級に在籍する特別な支援が必要な児
童生徒についても、「個別の指導計画」等を作
成します。
・教育支援センターの充実と校内教育支援セ
ンターの設置を促進します。
・民間フリースクール等との連携を図る等、多
様な学びを支援していきます。
・外国人児童生徒の初期適応指導をすべての
児童生徒が受けられる体制を整えます。
・いじめの早期発見、早期対応に取り組みま
す。
・給食費無償化の継続と食育推進を図り、地
場産食材の優先活用を向上させます。
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NO. 19

■横断的な取組の進捗CHECK❷

■成果指標進展度

指標
番号

単年／
累計

現状値
2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

目標値 成果指標の進展度 所管課 基本事業の進捗

R6.4 R7.4 R10.4

76.1
%

75.6
%

80％

R6.12 R7.12
R10.1
2

88.2
%

88.9
%

91％

R6.4 R7.4 R10.4

84.9
%

87.8%(
小6)

86.1
%

R6.4.
1 R7.4 R10
28.6
7%

29.4
%

38.9
7%

みんなのテーマ 進捗状況

豊かなひとづくり
「こどもが育つ、大

人も育つ」
3（計画通り進めている）

事務事業
改善案（ACTION）

成果指標の説明

継承と変革
「持続可能なまちを
未来に引き継ぐ」

3（計画通り進めている）

これからの自治
「つながりを結び直

す」
3（計画通り進めている）

評価の理由

保護者、地域、学校と話し合いの場を設け、子どもたちの資質や能力を引きだせるような望ましい小中学校の教育環境の整備に取り組んでいます。

公務用端末の活用により、出席確認等をスムーズに行うことができ、保護者、教員ともに負担軽減となりました。

保護者と学校だけでなく、地域とともに児童生徒を育てていくという考えのもと、望ましい小中学校の教育環境の整備に取り組んでいます。

成果指標名

・特別な支援について、検証を続ける中で新たなニーズが出てくるが、こどもたちに何か変容があれば書いてほしい。到達点はないと考
えるが、新たなニーズも含め、支援の充実が図られることを望む。
・基本事業①「学校教育」の効果検証が実施内容の説明になっている。
・教職員の人材育成が大きな課題となっているため、更に突っ込んだ評価と具体策、進捗を示してほしい。
・基本事業①「学校教育」について、問題の所在は「教職経験の浅さ」ではないと考える。教育委員会等が分析した成果を教職員に共有
し、一緒に授業改善に取り組むことを書く必要がある。
・基本事業②「教育環境」に課題が書かれていないため、事務事業改善案は不要ではないか。

その他の意見等

教育委
員会
学校教
育課

Ⅱ

学校改善に努
めていると感じ
る保護者の割

合

Ⅱ 施設改善率

〇ある程度
進んだ

（85％以上
100％未
満）

教育委
員会
学校教
育課

児童・生徒が快
適に学習でき
る環境整備とし
て「空調機の未
設置教室」や「ト
イレ洋式化」の
改善を行う。

〇計画通
り進めて
いる

（85％以
上100％
未満）

Ⅰ
GIGA端末（タ
ブレット）の活
用状況

「ICT活用で楽
しみながら学習
できているか」
のアンケート（４
月時点）に対し
て、肯定的に回
答した小学６年
生と中学３年生

の割合

単年

◎目標以上
に進んだ
(100％以
上）

教育委
員会
教育総
務課

Ⅰ
将来の夢や目
標を持ってい
る割合

全国学力・学習状
況調査（児童生徒
質問紙）において
「将来の夢や目標
を持っています
か」（４月時点）に
対して肯定的に回
答した小学６年生
と中学３年生の割

合

単年

〇ある程
度進んだ
（85％以
上100％
未満）

各学校が実施する
学校評価アンケー
ト（保護者用）にお
いて「学校は、保
護者や地域（学校
運営協議会委員
等）の意見を取り
入れて学校改善に
努めている」（12
月末時点）と回答

した割合

単年

〇計画通
り進めて
いる

（85％以
上100％
未満）

●教職経験の浅い教職員
が増えているため、その
教職員に重点を置いて教
職員研修を進めます。
●全学校での通級指導の
開始や他機関との関わり
の増加によって、これま
でよりいっそう連携と情
報共有を進めていきま
す。

単年

◎目標以上
に進んだ
(100%以
上）

教育委
員会
教育施
設課

●令和９年度開校のいが
まち中学校区の通学方法
の決定後、自転車通学に
ついて通学の費用負担の
見直し検討を行います。
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施策評価シート 分野　 ３．ひとをはぐくむ 【取りまとめ部局】 教育委員会

【施策】 3-5 生涯学習

【めざす姿】 生涯を通じ、生きがいを持ち活躍することができる

■まちづくりアンケート調査結果（点） 年代別内訳(点)

指標 R7 R8 R9 R10 R7平均 20代 以下 30～40代 50～60代 70代 以上

現在の満足度 2.5 0 0 0 2.48 2.86 2.38 2.5 2.52

今後の重要度 3.3 0 0 0 3.35 3.4 3.3 3.33 3.25

■基本事業（具体的な取組）CHECK❶

基本
事業
番号

キーワード

◆令和７年度外部評価

（１）効果検証の適正性 B
（２）事務事業改善案の妥当性 B
（３）施策の進捗状況 C

②
青少年
健全育
成

心豊かで思いやり
のある青少年の育
成を推進します

① 社会教
育

学びを通じた「人づ
くり・つながりづく
り・地域づくり」の
実現に向けた取組
を進め、ネットワー
クの構築に繋げま

す

・こどもから大人まですべての市民が、いつでもどこ
でも学べる体制づくりを推進し、市民の学習活動へ
の参加意識の高揚を図り、地域で実践する人材を育
成します。
・舞台発表や作品展示など、生涯学習の成果を発表す
る場や機会の充実を図ります。
・各地域の住民自治協議会に生涯学習活動事業を委
託し、地域における課題解決のための生涯学習事業
を展開していきます。
・各地域の生涯学習推進状況を把握し、研修機会の確
保や、社会教育指導員からの指導・助言により、生涯
学習支援員の更なるスキルアップを図ります。また、
生涯学習支援員の活動内容やその効果について検証
を行います。
・「大人の学び」の場を提供できるよう、関連部署等と
連携を取りながら環境整備を行います。
・人権同和教育を推進するリーダー育成や人権に関
する相談体制を充実するために、座談会形式の人権
教育学習会や聴講型の人権教育研修会を開催しま
す。
・教育集会所では、小中学校地区学習会や、高校生・
青年の人権学習、識字教室等を開催します。

[効果が出ている点]
●第３次伊賀市生涯学習推進指針を
策定し、各地域へ生涯学習支援員を
配置し、地域住民のニーズに合わせ
た生涯学習事業を行うことができま
した。
●人権啓発推進リーダーの育成や人
権の相談体制を充実するため、座談
会形式の人権教育学習会や聴講型の
研修会を開催しました。
【新たな課題】
●地域課題に対応できる人材の育成
が必要です。

[効果が出ている点]
●子どもの読書活動を推進するた
め、第三次伊賀市子ども読書活動推
進計画を策定しました。
●家庭・学校・地域が一体となり、子
どもが心身ともに健康に育つよう、
放課後子ども教室等で子どもの居場
所づくりや見守り・相談支援を行いま
した。
●青少年健全育成講演会やイベント
等を開催し、気軽に相談できる窓口
など非行防止に向けたの啓発活動を
行いました。

図書館が「学び・創
造・憩いの広場」と
なるよう、図書館
機能の拡大とサー
ビスの充実に努
め、利用者数の増
加を図ります

・居心地の良い空間、多様な閲覧席、自動貸
出・返却機の導入など、充実した図書館サー
ビスを行い、利用者の満足度を確認しつつ、
分館や移動図書館等と連携し、利便性向上・
利用拡大に努めます。
・移動図書館事業の運営については、地域の
意向を踏まえて検討を行います。
・新図書館の運営事業者と協働しながら、優
れたレファレンスを実施し、市民の図書館利
用の増加を図ることができる事業や本や郷土
に興味を持つことができる事業の企画・運用
を行います。
・読み聞かせボランティア団体の活動支援を
継続して行います。
・団体貸出や電子図書などの利用により地域
における読書の輪を広げます。
・伊賀市読書活動プロジェクトを基本に学校
図書館と連携し、読書活動の推進を図りま
す。

評価

・青少年健全育成に係る担い手や見守り役を
育てるため、市と団体が連携し、青少年健全
育成講演会や街頭啓発等を行います。
・街頭補導や相談窓口設置と合わせて、７月と
１１月には、青少年非行被害防止の取組とし
て、青少年健全育成市内一斉活動を実施しま
す。
・地域・学校・関係団体と連携して、環境浄化
活動を行い、清浄な環境づくりに努めます。
・家庭、図書館、学校等が連携し、こどもが進
んで読書に親しめる環境づくりに取り組みま
す。
・放課後子ども教室の開設数の維持・増加に
取り組むとともに、放課後児童クラブとの連
携を検討します。

一部見直しの必要あり

③

一部見直しの必要あり

やや悪い（やや進捗が悪い）

所見

「～しました」「～行いました」という記載があるが、どのように変容したのかという効果
を書いてほしい。

「計画どおり進めます。」でよいか考える必要がある。具体的に何を改善するのかが読み
取れない。

全ての基本事業で「計画どおり」進めるのでは、めざす姿を追求することはできないの
ではないか。

[効果が出ている点]
●新図書館の移転整備が完了しまし
た。市民ワークショップや利用者から
のご意見を反映できるよう機能を拡
大し、多様な目的の利用者のニーズ
に応えることのできる図書館運営を
開始しました。
●移動図書サービスにおいては、新
たに運営を開始する地域への説明や
準備を完了しサービスを開始しまし
た。
[新たな課題]
●新たな運営体制での課題の検証等
を行いながら適切な運営を行う必要
があります。

項目

図書館

めざす姿 具体的な取組（PLAN) 事務事業(DO) 効果検証(CHECK)
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NO. 20

■横断的な取組の進捗CHECK❷

■成果指標進展度

指標
番号

単年／
累計

現状値
2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

目標値 成果指標の進展度 所管課 基本事業の進捗

R6 R7 R10

91.7
%

94％ 95％

R6 R7 R10

510
人

569
人

550
人

R6 R7 R10
4,123
人

4,796
人

4,400
人

R6.11.
30

R7（計
画策定
年度）

R10.1
1.30

小学生
9.70％中
学生

30.90％
高校生
58.00％

小学生
9.70％中
学生

30.90％
高校生
58.00％

小学生
6.50％中
学生

27.70％
高校生
54.80％

R6 R7 R10
83827
人

66680
人

11400
0人

R6 R7 R10

119回 86回 120
回

●新たな運営体制になっ
たことで生じる課題を解
消しつつ、計画どおり利
用者の増加を図ります。

◎完了
（100％
以上）

〇計画通
り進めて
いる

（85％以
上100％
未満）

Ⅰ 利用者数

貸出利用者数、
学習室利用者
数、イベント参
加者数、レファ
レンス件数等の

合計値

単年

教育委
員会
中央図
書館

教育委
員会
中央図
書館

１ヶ月に一冊も
本を読まない
小・中・高校生
の割合

◎目標以上
に進んだ
（100％以
上）

◎目標以上
に進んだ
（100％以
上）

●計画通り進め、令和８
年度からまちづくりにお
ける人材育成を目的とし
た講座を開催します。

読み聞かせ会
等のイベント事
業実施回数

単年

累計

〇ある程度
進んだ

(85%以上
100%未
満）

教育委
員会
生涯学
習課

●計画通り進めます。

〇ある程度
進んだ

（85％以上
100％未
満）

教育委
員会
生涯学
習課

Ⅱ

人権問題につ
いて正しく学習
し、人権教育啓
発推進リーダー
を育成する機
会の確保

人権問題につ
いて正しく学習
し、人権教育啓
発推進リーダー
を育成する機
会の確保

単年

Ⅱ
小・中・高校生
の不読率

〇計画通
り進めて
いる

（85％以
上100％
未満）

Ⅰ
開催事業数参
加人数

青少年健全育
成に向けた指
導者育成講演
会や、こどもと
保護者、そして
地域がつなが
りを深められる
事業の実施

単年

◎目標以上
に進んだ
(100％以
上）

教育委
員会
生涯学
習課

Ⅰ
生涯学習活動
事業における
満足度

生涯学習活動
事業への参加
者にアンケート
調査を実施す

る。

単年

◎目標以
上に進ん
だ

（100％
以上）

教育委
員会
生涯学
習課

・全体的に課題は無く、計画どおりに完了していると読み取れてしまう。

・市の取組だけでなく、市民が内発的に何かすることを想起させる記載がない。次の総合計画ではどういうふうに住民自治、市民活動につなげるか、
ACTIONで取組を記載してほしい。

・効果検証が不十分で各計画の課題や改善案が書けていない。

その他の意見等

Ⅱ
読み聞かせ会
等のイベント事
業実施回数

みんなのテーマ 進捗状況

豊かなひとづくり
「こどもが育つ、大

人も育つ」
3（計画通り進めている）

事務事業
改善案（ACTION）

成果指標の説明

継承と変革
「持続可能なまちを
未来に引き継ぐ」

3（計画通り進めている）

これからの自治
「つながりを結び直

す」
3（計画通り進めている）

評価の理由

新図書館移転整備並びに移動図書サービスの開始を予定どおり完了できました。
第３次伊賀市生涯学習推進指針を策定し、幅広い年齢層に多様な学びの場を提供できました。
人権にかかる正しい知識や情報を提供し、人権同和教育を推進できました。

新図書館が機能拡大して開館することで、市民の学びや交流の拠点となりました。
家庭・学校・地域が一体となり、子どもの居場所づくりや見守り・相談支援を行いました。

市民とともにつくる図書館を実現するための準備や環境を整えることができました。
生涯学習支援員が地域の特性に応じた生涯学習活動を行うことができました。

成果指標名
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施策評価シート 分野　 ３．ひとをはぐくむ 【取りまとめ部局】 地域力創造部

【施策】 3-6 文化・芸術

【めざす姿】 文化の力で「ひと」と「まち」を育む

■まちづくりアンケート調査結果（点） 年代別内訳(点)

指標 R7 R8 R9 R10 R7平均 20代 以下 30～40代 50～60代 70代 以上

現在の満足度 2.6 0 0 0 2.48 2.91 2.55 2.61 2.56

今後の重要度 3.14 0 0 0 3.35 3.35 3.02 3.14 3.18

■基本事業（具体的な取組）CHECK❶

基本
事業
番号

キーワード

◆令和７年度外部評価

（１）効果検証の適正性 B

（２）事務事業改善案の妥当性 C

（３）施策の進捗状況 C

めざす姿 具体的な取組（PLAN) 事務事業(DO) 効果検証(CHECK)

項目 評価

一部見直しの必要あり

見直しの必要あり

やや悪い（やや進捗が悪い）

所見

「文化・芸術」の分野では、もともと関心を持っていた市民だけでなく、より広い市民へ
アウトリーチすることが求められるが、その点についても評価が必要である。

課題がないと考えていないか。改善案がないことは残念である。

めざす姿の「ひと」と「まち」がどれくらい育まれたかが分からない。危機感がないよう
に感じる。

・芭蕉翁の生誕地として、顕彰事業とと
もに俳句文芸の調査研究、継承、啓発を
行うとともに、関係団体や自治体と連携
し、俳句の文化的価値を世界に発信す
る取組を進めます。
・芭蕉翁関連施設や文化財施設等と連
携し、魅力ある周遊ルートの開発に取り
組みます。
・芭蕉翁関連施設の管理運営を行い長
寿命化を図るとともに、より多くの人に
親しまれるよう情報発信を行っていき
ます。
・2024（令和6）年度に策定した基本構
想に基づき、芭蕉翁の顕彰ととともに、
伊賀市の歴史や文化芸術に触れること
ができる施設の建設を進めます。

[効果が出ている点]
●芭蕉祭をはじめとする芭蕉翁
顕彰事業を継続して行うことで、
次代を担う子どもたちにも「伊
賀市は芭蕉翁の生誕地」という
意識が浸透しています。
●俳句のユネスコ無形文化遺産
登録を目指し、関係団体や自治
体と連携しニュースレターを作成
するなど取組を進めることがで
きました。
●美術博物館基本計画（中間案）
を策定しました。

② 芭蕉翁
顕彰

芭蕉翁の功績を称
え遺徳を偲び、俳
諧や俳句文化の普
及啓発を行いま

す。

① 文化・芸
術

文化芸術に親し
み、豊かな感性を

育みます

・文化振興プラン前期計画の取組の成
果や課題を検証し、後期計画を策定しま
す。
・（公財）伊賀市文化都市協会と連携し、
こどもたちや市民が文化や芸術に触れ
る機会を提供します。
・文化関連施設を活用し、こどもたちが
次代の担い手となるよう、優れた文化・
芸術に触れる機会として、文化芸術事
業や、アウトリーチ事業を実施します。
・文化ホールの適正な管理運営を行うと
ともに、長寿命化計画に基づき、施設環
境の維持向上に努めます。

[効果が出ている点]
●文化振興プラン後期実行計画
の策定に向け、中間案を策定し
ました。また、協議を重ねる中
で、文化振興にかかる現状や課
題について関係団体と情報を共
有し、解決に向けた検討を行う
ことができました。
●子どもたちが優れた文化芸術
に触れる機会として、伊賀市文
化都市協会等に文化芸術事業や
アウトリーチ事業を委託し、実施
しました。
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NO. 21

■横断的な取組の進捗CHECK❷

■成果指標進展度

指標
番号

単年／
累計

現状値
2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

目標値 成果指標の進展度 所管課 基本事業の進捗

R6 R7 R10
70,939
人

60,153
人

78,000
人

R6 R7 R10
37,091
人

33,865
人

40,000
人

成果指標名

みんなのテーマ 進捗状況

豊かなひとづくり
「こどもが育つ、大

人も育つ」
3（計画通り進めている）

事務事業
改善案（ACTION）

成果指標の説明

継承と変革
「持続可能なまちを
未来に引き継ぐ」

3（計画通り進めている）

これからの自治
「つながりを結び直

す」
3（計画通り進めている）

評価の理由

子どもたちが文化芸術に触れる機会として、文化芸術事業やアウトリーチ事業を伊賀市文化都市協会等に委託し、実施しました。

文化施設を計画的に修繕していくための計画策定に向け準備を進めています。

・伊賀市民文化祭や市展いがを開催し、市民が文化芸術に参加・参画する機会を提供しました。
・団体等と連携しながら伊賀市文化振興プランに基づく事業の実施と進捗管理を行いました。

・事業レベルのアウトプット評価になっている。アウトカム評価は「めざす姿」である「文化の力で「ひと」と「まち」を育む」がどの程度実現
できたかである。その点での評価が必要である。

・計画どおり進めているにもかかわらず、実績値が減少していることについて、文化振興プラン後期策定の中で検証されているかと思
う。
・総合計画にも記載されている施設の老朽化など、抽出された課題やそれに対する改善策を記載する必要がある。

その他の意見等

Ⅰ
文化ホール
等利用者数

文化会館、青
山ホール、
ミュージアム
青山讃頌舎、
岸宏子記念
伊賀文学館
の利用者数

単年

芭蕉祭献詠
俳句等応募

数

俳句、連句、
絵手紙、ポス
ター原画の応
募総数

単年

〇ある程度
進んだ

（85％以上
100％未
満）

地域力
創造部
文化振
興課

〇計画通
り進めて
いる

（85％以
上100％
未満）

●計画通り進めます。

●計画通り進めます。

△あまり進
まなかった
（70％以上
85％未満）

地域力
創造部
文化振
興課

〇計画通
り進めて
いる

（85％以
上100％
未満）

Ⅰ
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施策評価シート 分野　 ３．ひとをはぐくむ 【取りまとめ部局】 教育委員会

【施策】 3-7 歴史・文化遺産

【めざす姿】 歴史や文化遺産を未来へと引き継ぐ

■まちづくりアンケート調査結果（点） 年代別内訳(点)

指標 R7 R8 R9 R10 R7平均 20代 以下 30～40代 50～60代 70代 以上

現在の満足度 2.71 0 0 0 2.48 3.1 2.71 2.7 2.66

今後の重要度 3.24 0 0 0 3.35 3.3 3.1 3.26 3.29

■基本事業（具体的な取組）CHECK❶

基本
事業
番号

キーワード

◆令和７年度外部評価

（１）効果検証の適正性 B

（２）事務事業改善案の妥当性 B

（３）施策の進捗状況 B

①
文化財・
歴史資

料

国民共有の財産で
ある文化財や歴史
資料を調査し保存
するとともに、地域
の資産として活用
することで、シビッ
クプライドの醸成、
交流人口の促進に

つなげます

・未指定・未登録の文化財の調査・記録
を促進して、保存すべきものを指定・登
録します。
・文化財の保存修理や防犯・防災施設の
整備、後継者育成を支援します。
・史跡や名勝、天然記念物は、環境整備
や適切な維持管理、周辺環境の保全に
努めます。
・埋蔵文化財は、埋蔵文化財包蔵地の適
正な把握と周知に努め、適切に調査を
実施し保存を図ります。
・歴史・考古・民俗の資料の価値をより
高めるため、適切に整理し保存する場
所の確保に取り組みます。
・文化財・歴史資料の調査・整理を継続
して行い、市民等にその価値を伝えるた
め、講演会や見学会を継続的に開催し
ます。
・デジタルアーカイブなどを活用し、さら
なる歴史資料や文化財の魅力発信に努
めます。

[効果が出ている点]
●文化財を調査し、適切に保存
修理することにより、伊賀の歴
史的資産を後世に継承すること
ができています。
●歴史資料の調査を進めること
で、市内外からの資料の寄贈や
資料情報の照会が増加し、資料
の蓄積とともに伊賀市の歴史的
魅力の発信につながっていま
す。
●講演会等への参加者の満足度
が高く維持されています。
［新たな課題］
●継承者や費用の不足により、
文化財や歴史的資産の継承が困
難となっている場合があります。

・歴史的風致形成建造物の指定や修景
助成、まち巡りの拠点の整備や古民家
再生事業などを推進し、歴史的な風致
の維持向上に努め、歴史資産を活かし
たまちづくりを進めます。

[効果が出ている点]
●歴史的風致を維持向上するた
めの事業を実施することで、上
野城下町区域等の重点区域を中
心に伊賀の歴史文化を活かした
まちづくりを進めることができ
ました。とりわけ歴史的建造物
の保存修理等を進め、まちの付
加価値を高め発信することで、
高い関心と注目を集めていま
す。
[新たな課題]
●成果指標について、歴史的風
致維持向上計画に掲載された個
別事業が完了した割合としてい
るが、計画掲載の事業は、継続
的に取り組むソフト事業も多く
含まれるため、見直しが必要で
す。

項目 評価

② 歴史まち
づくり

歴史的資産によ
り、まちに付加価値
を与え、歴史的資
産を継承すると同
時に市の魅力向上

に寄与します

一部見直しの必要あり

一部見直しの必要あり

やや良い（概ね順調）

所見

文化財の所有者、歴史に関心のある市民へは浸透していると思われるが、よ
り広い市民へのアウトリーチが必要である。

より広い市民へのアウトリーチについては課題が残っている。

多くの市民が歴史や文化財を大切に思い、歴史まちづくりへと展開するに
は、まだ実施すべきことがある。

めざす姿 具体的な取組（PLAN) 事務事業(DO) 効果検証(CHECK)
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NO. 22

■横断的な取組の進捗CHECK❷

■成果指標進展度

指標
番号

単年／
累計

現状値
2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

目標値 成果指標の進展度 所管課 基本事業の進捗

R6 R7 R10

105
件

152
件

120
件

R6 R7 R10

95％ 92％ 95％

R6 R7 R10

100
％

100
％

100
％

●文化財等を継承するため、
補助金等さまざまな資金調
達の確保に努めます。
●成果指標Ⅰの値を修正しま
す。
（現状値）　R6　　73件　→
105件
（目標値）　R10　 80件　→
120件
【KPI修正済】

●計画どおり進めます。
●成果指標Ⅰを見直します。
基本事業②指標Ⅰ
（成果指標名）歴史的風致維
持向上計画の事業進捗状況
（成果指標の説明）歴史的風
致維持向上計画に掲載され
た個別事業に着手した割合
（現状値）R6　　100％
（目標値）R10　100％
【KPI変更済】

〇ある程度
進んだ

（85％以上
100％未

満）

教育委
員会

文化財
課

Ⅱ

文化財・歴史に
関する講座・展
示等への参加
者の満足度

文化財・歴史資
料の価値と魅
力を周知する
取組とそれに
対する評価

単年

〇計画通
り進めて

いる
（85％以
上100％

未満）

Ⅰ
歴史的風致維
持向上計画の
事業進捗状況

歴史的風致維
持向上計画に
掲載された個
別事業に着手

した割合

単年

◎目標以上
に進んだ

(100％以
上）

教育委
員会

文化財
課

Ⅰ
文化財・歴史資
料等の調査件

数

市内のさまざ
まな文化財・歴
史資料等を調
査・研究し、保
存・継承すべき
ものとして取り

組んだ成果

単年

〇ある程
度進んだ
（85％以
上100％

未満）

教育委
員会

文化財
課

◎完了
（100％
以上）

・より広い市民の支援があれば、寄附も集まり、税の投入にもつながる。また、まちづくりへの展開もできる。こうした点の評価も必要。

・市民の心からの「自分たちで守っていこう」という活力を生み出す仕組みを求める。

・資金調達だけでなく、継承者の確保についての改善案が不足している。

その他の意見等

みんなのテーマ 進捗状況

豊かなひとづくり
「こどもが育つ、大

人も育つ」
3（計画通り進めている）

事務事業
改善案（ACTION）

成果指標の説明

継承と変革
「持続可能なまちを
未来に引き継ぐ」

3（計画通り進めている）

これからの自治
「つながりを結び直

す」
3（計画通り進めている）

評価の理由

文化財・歴史資料の保存と活用を通じて、市の歴史を学ぶ機会や見学会の開催など文化財に触れる機会を設け、学び直しの機会を創出
しました。

上野天神祭ダンジリ行事や勝手神社神事踊はじめ、「まち」と「むら」の文化財について、継承できるように支援に努めました。

文化財の活用にかかり、指定管理者ほか県内外の自治体、住民自治協議会、市内の各種団体と協働して講演会を開催し、地域の歴史や文
化財の魅力発信につなげました。

成果指標名
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施策評価シート 分野　 ３．ひとをはぐくむ 【取りまとめ部局】 地域連携部

【施策】 3-8 住民自治・市民活動

【めざす姿】 住民自治活動、市民活動やボランティア活動が活発に行われている

■まちづくりアンケート調査結果（点） 年代別内訳(点)

指標 R7 R8 R9 R10 R7平均 20代 以下 30～40代 50～60代 70代 以上

現在の満足度 2.58 0 0 0 2.48 2.8 2.57 2.55 2.57

今後の重要度 3.12 0 0 0 3.35 3.21 2.88 3.14 3.24

■基本事業（具体的な取組）CHECK❶

基本
事業
番号

キーワード

◆令和７年度外部評価

（１）効果検証の適正性 B

（２）事務事業改善案の妥当性 B

（３）施策の進捗状況 B

めざす姿 具体的な取組（PLAN) 事務事業(DO) 効果検証(CHECK)

項目 評価

一部見直しの必要あり

一部見直しの必要あり

やや良い（概ね順調）

所見

住民自治活動や市民活動の活動量を測るアウトプット指標や、活動によってどれだけ活
性化しているかを測るアウトカム指標を検討してほしい。

住民自治のあり方検討委員会を設置し、専門的知見から支援の在り方等を検討するこ
とは重要だが、課題の抽出や改善案の提示を外部有識者に任せきりになっていること
が読み取れるため、行政として、すぐにでも取組可能な改善案の提案を求めたい。

住民自治のあり方検討や地区市民センターの取組は着実に進んでいる一方で、市民活
動への参加や団体同士の連携はまだ発展の余地があるため、引き続き支援を進めてほ
しい。

・支援員のスキルアップにつながる研修
の受講や先進地視察を実施し、支援体
制の充実を図ります。
・市民活動や住民自治活動の支援に関
し、中間支援組織（団体）等の外部委託
手法の検討を行います。
・若い世代に市民活動が認知されるよ
うSNS等の様々な媒体を活用した情報
発信を行います。
・定住自立圏域内での住民活動の活性
化に向けた新たな取組を検討します。

[効果が出ている点]
●令和７年度に市民活動支援セン
ターの現状と課題を整理し、市民活
動や住民自治活動への具体的な支援
策についての検討を進めるととも
に、相談支援体制の充実に向けた体
制整備を進めました。
●市民活動団体の裾野を広げること
を目的に、SNSなど新しいツールを
活用し、市民活動に関する情報発信
に取り組みました。

市民活
動

市民公益活動の活
性化に向けた支援
を行います

① 住民自
治

地域の活力を維持
し、自主自立した魅
力ある地域づくり
を進めます

・自治基本条例に規定する財政支援に
ついて、適宜見直しを行います。
・住民自治協議会における人材育成、組
織運営の強化、まちづくり計画の見直し
などの支援を行います。また、ニーズに
応じた研修会の開催、住民自治協議会
相互の交流や各種団体等の連携を促進
します。
・引き続き、住民自治協議会の活動基盤
の強化につながる地区市民センター指
定管理者制度の導入を促進します。

[効果が出ている点]
●７月に住民自治のあり方検討委員
会を設置し、伊賀流自治のあり方に
ついて諮問しました。令和７年度は委
員会を５回開催し、伊賀市のこれまで
の住民自治の取り組みを検証すると
ともに、今後の住民自治のめざす姿
について、住民自治協議会の組織運
営や活動支援、他団体との連携など
５つのテーマで議論が進められまし
た。
●地区市民センターの指定管理者制
度の導入については、令和８年度に
新たに３カ所の地区市民センターが
増え、全38カ所中24カ所のセンター
を指定管理者（住民自治協議会）が運
営することとなりました。住民自治協
議会が地区市民センターの指定管理
者となることにより、自らの活動基盤
の強化にもつながっています。

②
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NO. 23

■横断的な取組の進捗CHECK❷

■成果指標進展度

指標
番号

単年／
累計

現状値
2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

目標値 成果指標の進展度 所管課 基本事業の進捗

R6 R7 R10

44.9
%

54.5
%

50％

R6 R7 R10

348
件

255
件

362
件

成果指標名

みんなのテーマ 進捗状況

豊かなひとづくり
「こどもが育つ、大

人も育つ」
3（計画通り進めている）

事務事業
改善案（ACTION）

成果指標の説明

継承と変革
「持続可能なまちを
未来に引き継ぐ」

3（計画通り進めている）

これからの自治
「つながりを結び直

す」
2（やや遅れている）

評価の理由

伊賀市の住民自治のあり方についての検討は計画通り進めており、本年度中に一定の方向性を示す予定です。その後、住民自治活動の組織強化のた
めの支援策を検討することとしています。

各支所において、住民自治協議会との信頼関係を築く取り組みを進めており、組織の地域力・防災力の強化に継続して取り組んでいます。
地区市民センターの長寿命化についても、整備計画に基づいて進めています。

住民自治協議会や各種活動団体が主体的に連携・協力した取り組みを進められるよう、支援センターの機能強化に努める必要があります。

・基本事業①「住民自治」、②「市民活動」ともに、効果検証で「進めました。」「取組みました。」とされているが、検証であるため、もう少し
具体的に記載し、あわせて、取り組んだ（進めた）結果も記載されると良い。また、「新たな課題」の記載が無いが、地域によっては高齢化
や転居・転出などで担い手不足などの問題はないか。
・課題抽出が的確である分、それに対する改善アクションがやや抽象的になっている印象を受ける。現場が動きやすくなるような具体的
なプランの策定を望む。
・数値だけでは成果が見えにくい分野であると考える。参加人数や相談件数だけでなく、活動が継続しているか、新しい参加者が増えて
いるかといったことも評価に取り入れると、取組の成果がより分かりやすくなると考える。

その他の意見等

単年

市民活動支援
センターへの相

談件数

市民活動支援
センターへの市
民活動に係る
相談件数

単年

Ⅰ
住民自治活動
に参加している
人の割合

まちづくりアン
ケートにおける

参画度

〇計画通
り進めて
いる

（85％以
上100％
未満）

Ⅰ

●住民自治のあり方検討に
ついては、概ね計画どおりに
進んでいます。本年度に答申
が出されたら、答申の内容を
各住民自治協議会にフィード
バックするとともに、財政支
援を始め、行政による各種支
援策のあり方について、答申
に沿った見直しを進めます。
●地区市民センターへの指定
管理者制度の導入について
は、新たに指定管理者制度を
導入する住民自治協議会へ
のアプローチを強化するとと
もに、活動の基盤強化につな
がるよう継続的に支援を進め
ます。

●市民活動の支援について、
住民自治のあり方検討の答
申を踏まえ、現行の支援活動
の見直しを進めます。活動団
体と住民自治協議会の橋渡し
ができるように、情報のデー
タベース化を進めます。
●活動の成果発表や他の団
体との交流の場を設けるとと
もに、ニーズに基づく研修を
企画します。
●交流等の場への参加団体
の裾野を広げ、継続的にフォ
ローアップしていきます。

〇ある程度
進んだ

（85％以上
100％未
満）

地域連
携部
地域政
策部

×進まな
かった
（70％未
満）

地域連
携部
地域政
策課

△やや遅
れている
（70％以
上85％
未満）
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施策評価シート 分野　 ３．ひとをはぐくむ 【取りまとめ部局】 人権生活環境部

【施策】 3-9 多文化共生

【めざす姿】 国籍や文化の違いを認め共生する

■まちづくりアンケート調査結果（点） 年代別内訳(点)

指標 R7 R8 R9 R10 R7平均 20代 以下 30～40代 50～60代 70代 以上

現在の満足度 2.54 0 0 0 2.48 2.95 2.5 2.49 2.53

今後の重要度 3.02 0 0 0 3.35 3.22 2.81 3.03 3.12

■基本事業（具体的な取組）CHECK❶

基本
事業
番号

キーワード

◆令和７年度外部評価

（１）効果検証の適正性 B

（２）事務事業改善案の妥当性 B

（３）施策の進捗状況 B

[効果が出ている点]
●多文化共生に係る事業につい
て、多言語での相談や情報発信
により、外国人住民に向けた生
活支援の取組みが進んできてい
ます。
[新たな課題]
●多文化共生について日本人住
民に向けた情報発信が不足し、
関心や交流活動への積極的な参
加が低い傾向が見られました。
これまでの業務に引き続き取り
組むと共に、新たな交流の機会
が増えるよう、地域に向けた情
報発信にも取り組むことが必要
です。

① 多文化
共生

外国人住民が日本
人住民と「ともに」
地域を支える担い
手となります

・外国人住民が安全に安心して暮らせる
よう、関係機関と連携し、充実した多言
語相談や情報発信の取組を継続して行
います。
・教育委員会と連携し、外国につながる
こどもたちに寄り添った学習支援を行
います。
・多文化共生推進プランに基づく取組の
進捗管理を行い、計画的に事業を進め
ます。
・外国人住民アンケートなどを実施し現
状把握を行います。
・「やさしい日本語」を広く周知し、活用
するよう推進します。
・外国人住民と日本人住民との交流の
場を作り、多文化共生に対する理解を
深めます。

項目 評価

一部見直しの必要あり

一部見直しの必要あり

やや良い（概ね順調）

所見

基本事業①「多文化共生」において「新たな課題」が日本人住民に向けた情報発信の不
足にあることからすると、現在のKPIに加えて、日本人住民や地域に向けた施策の成果
を測るための新たなKPIの設定が必要である。

外国人住民に対する取組と日本人住民や地域に向けた施策を一括せず、それぞれ別に
し、事務事業案の改善案を検討し、ACTION欄に明記してほしい。

基本事業の進捗が「△やや遅れている」としているため、今後、さらに多文化共生につい
て取り組んでほしい。

めざす姿 具体的な取組（PLAN) 事務事業(DO) 効果検証(CHECK)
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NO. 24

■横断的な取組の進捗CHECK❷

■成果指標進展度

指標
番号

単年／
累計

現状値
2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

目標値 成果指標の進展度 所管課 基本事業の進捗

R6 R7 R10

63％ 52.4
%

71％

△あまり進
まなかった
（70％以上
85％未満）

人権生
活環境
部

多文化
共生課

△やや遅
れている
（70％以
上85％
未満）

Ⅰ

日本人住民と
の交流により、
地域とのつな
がりを実感して
いる外国人住
民の割合

伊賀市外国人
住民アンケート
調査における
「日常生活で日
本人とどのよ
うな交流をして
いますか」の問
いに「日常生活
の話（世間話）
をする」「困っ
たときに助け
合える」「家族
同様に親しく付
き合っている」
と回答した外
国人住民の割

合

単年

●コミュニケーションツー
ルとして、「やさしい日本
語」の普及に努めると共
に、「伊賀らしい多文化共
生ガイドブック」を作成
し、地域に向けた情報発
信に取り組み、相互理解
が進むように取り組んで
いきます。

・アンケート結果の低下傾向を真摯に受け止め、現状の取組が実生活のニーズに合っているか、より柔軟な視点で見直しを期待してい
る。

・外国人住民への支援や多文化共生に向けた取組が確実に進められている。今後も地域や関係団体と連携しながら、多様な人が暮らし
やすいまちづくりを進めてほしい。

その他の意見等

みんなのテーマ 進捗状況

豊かなひとづくり
「こどもが育つ、大

人も育つ」
3（計画通り進めている）

事務事業
改善案（ACTION）

成果指標の説明

継承と変革
「持続可能なまちを
未来に引き継ぐ」

3（計画通り進めている）

これからの自治
「つながりを結び直

す」
3（計画通り進めている）

評価の理由

外国につながりをもつ小学５、６年生、中学生を対象にした学習支援「ささゆり教室」や小学１～４年生を対象にした漢字教室、地域の方に向けたやさし
い日本語講座等を開催し、取り組んでいます。

国際交流フェスタ等、多文化発信イベントに引き続き取り組むとともに、各団体と連携し、地域活動支援事業を通じ、多様な交流機会を設けられるよ
う、取り組んでいきます。

５ヶ国語による多言語相談業務や情報誌の発行等、必要な情報を届けられるように取り組んでいきます。
今後、やさしい日本語の普及にも努め、地域の協力体制づくりが更に進むよう取り組んでいきます。

成果指標名
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